
 

１．取組みの経緯 

・平成２５年度に実施した公共交通に関する市民アンケート調査では、バスのサービス水準に

対して、運行本数の少なさの不満が目立っており、運行本数の増便が課題でした。 

・しかし、豊川市コミュニティバスは１路線を１台で運行しているため、大幅な増便は困難な

状況にありました。 

・一方、見直し前の運行形態は、豊川駅前～豊川市民病院間において、豊川市コミュニティバ

スの豊川国府線、音羽線、御津線と豊鉄バス新豊線・豊川線が並走し、不効率な路線形態と

なっていました。 

 

２．改善に向けた対応 

・車両数の制約がある中で増便を目指すため、豊鉄バス新豊線・豊川線との並走区間では豊川

市コミュニティバスの運行区間の一部を縮小することによって増便を図ることにしました。 

・平成２５年度のアンケート調査結果に基づいて、市民の通院ニーズの高い豊川市民病院を新

たな交通結節点として、豊川市民病院の東西で豊川市コミュニティバスと豊鉄バス新豊線・

豊川線の役割分担を図ることにしました。 

・豊川市民病院より東側は豊鉄バス新豊線・豊川線主体の運行として豊川市コミュニティバス

は運行本数を減便し、その減便による車両運用の余裕を活かして、豊川市民病院より西側の

増便を行いました。 

・豊川市民病院では、豊川市コミュニティバスと豊鉄バス新豊線・豊川線の乗継ぎがしやすい

ように運行ダイヤの調整や、運賃体系の見直しも合わせて行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１０月の豊川市コミュニティバスの路線見直しの概要について 

至 豊橋 
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市民病院以西を増やす

豊鉄バス主体で運行 改善の方向性 
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・豊鉄バス新豊線・豊川線の並走区間から離れる

区間は、利用が多い時間帯に運行する工夫によ

り対応 
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【検討条件】 

・バス車両は現状の各路線１台使用

・運行経費は現状以下を目標 
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各区間の運行本数 赤字は増加、青字は減少、黒字は増減なし 
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豊川市民病院までの接続本数 

音羽地区側と豊川市民病院

方面との接続は、多くが乗継

による接続となるものの、３

本/日増加する。 

御津地区側と豊川市民病院

方面との接続は、１～３本/

日増加する。 

ゆうあいの里側と豊川市民

病院方面との接続は１～３

本/日増加する。 

 ※(  )内は乗継による接続の内数 

豊鉄バス
（ ）：8時～19時台の

運行本数（豊川市

コミュニティバ

スの運行時間帯）

平日 55（47） 

休日 40（37） 
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休日 28（23）


